
6. おわりに 

コーラスやオーロラは磁場のある惑星で発生する現象です。実際に木星や土星には強い磁場があり

磁気圏が形成されてオーロラやコーラスが観測されています。過去半世紀余りの研究で、宇宙の音に

対する我々の理解は着実に進んできています。コーラスが高エネルギー電子を効率良く相対論的なエ

ネルギーにまで加速することがわかってきており、地球を取り巻く放射線帯の変動の物理が議論され

ています。本稿で紹介した観測例やシミュレーションは現在進行中の研究プロジェクトの成果です。

これらの研究テーマには未だわからない問題が多く残されています。 
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